
精 製 ツPPD-sと 旧 ツ とに よ る 反 応 の 年 令 差 に つ い て

前 田 道 明 ・浅 見 望 ・室 橋 豊 穂*

高 井 鎮 二**・ 柚 木 角 正***

*国 立予防衛生研究所結核部

**結 核予防会結核研 究所

***鹿 児島県衛生部予防課

受付 昭和38年5月1B

,精製 ツPPD-sに よる反応 と旧 ツに よる反応 との間に

はその姓状に差異が認め られ るので,わ れわれは種 々の

観点か らその比較を試みてきた。そ して,旧 ツ2,000倍

稀釈液 とほぼ等 しい発赤 の大 きさを示すPPD-sの 濃度

は,BCG陽 性 の小 ・中学生 で は0.055～0.06γ,結 核

患者 あるいは 自然感染者では0.04～0.05γ とな り,調

査対 象の ッ ・ア レルギーの強 さに よつ て多少変動す るこ

と笈〉～5),また旧 ッ2,000倍 稀釈液で発赤 の大 きさ10～

19獅甥 の反応 を示す ものにつ いてはPPD-sに よる反応

を比較す ると,BCG陽 性者 と自然感染者 とでは 反 応性

にやや差異のあること6)な どを知つた。 しか しこの両種

のツ液に よる反応が年令群別 にみ て差異を有 するか否か

を検討する機会は これ まで なかつた。た またま鹿児島県

大島郡徳之島町において,あ らゆ る年 令層を含む住民約

5,600名 につ いて両種の ツによる反応 を比較す る機 会を

得たので,年 令別にみた反応の差異について報告す る。

調 査 方 法

使用 ツ液は旧ッ2,000倍 稀釈液 と2種 の予研製PPD-s

O.05γ/0.1甥1と である。2種 のPPD-sは,10携Z用 の

瓶中にPPD-s5γ とアラ ピアゴム4魏8と を加え て 凍

結乾燥 した もの(PPD-s-Aと 略 称)と,ア ラ ビア ゴム

非添加の ままPPD-s5γ のみを凍結乾燥 したもの(PPD-

s-Bと 略称)と である。 これらのPPD-sは 使用直前 に

燐 酸塩緩衝液10甥1で 溶解 し,溶 解後は力価の減弱を顧

慮 して,冷 水中に瓶を保持 して注射に用いた◇

調査対象は徳之島町の一般住 民で,数 年前か ら小中学

生のみ年1回BCG接 種が行 なわれていた。

ツ反応検査は同一人の左右両側前鱒屈側の末梢1/3の

部位で行 ない,右 側には旧ツ2,000倍 稀 釈液を,左 側

にはPPD-sを,そ れぞれ異 なつた注射器 を用 いて0.1甥 」

ずつ皮内へ注射 し,注 射後48時 間 目に型の ご とく判定

した。 またPPD-s-Aお よび 一Bは それぞれ2人 ずつの

術者 によつて注射お よび判定が行なわれた。

調 査 成 績
,

両種の ツに よる反 応の比較 は,陽 性率,硬 結 触知率お

よび2重 発赤形成率,発 赤の大きさの相 関,な らびに反

応の大 きさの度 数分布 曲線,発 赤 の大 きさの平均値 など

の諸点について行なわれた◎PPD-sに よる反応 の判定

基 準については別 に報告す るが,そ の成績 と さ き に 室

橋 ・前 田が報告 したo.06γ/0.1魏zの 場合 との成績を参

考 に して,一 応発赤の大 きさ10甥 搬 以 上を 陽 性 と し

た。 また反応の比較を行なつた年令群 は,BCG接 種の

影響を考慮に入れて0～6才,7～15才(小 ・中学生),

16～29,30～49,50～69,70才 以上の6群 に分けた。

A)PPD-s-Aと 旧 ツ2,000倍 稀 釈液 とに よる反応 の

比較

1)被 検者2,880名 につ いて両 種 ツ液 に よる反 応を比

較 する と,表1の ご とく,ツ 反応陽性率,硬 結 触知率,

2重 発赤形成率 のいずれ において もPPD-s-Aに よる反

応 の方が旧 ツに よるそれ よりもやや 高率 であつ た。

次 にこれを年令群別にみ ると,ツ 反応陽性率,硬 結触

知率,2重 発赤形成率のいずれで比較 して も,表1の ご

とく,15才 以下の ものでは両種の ツ液に よ る 反応間に

差異 を認め えないが,16才 以上の もので はPPD-s-Aに

よる反応 のほ うが旧 ツに よるそれ よ りもやや 高 率 で あ

つた◎

2)被 検者全員について両種 の ツ液 に よる反応 の発赤

の大 きさの相関をみ ると,表2の ご とく,相 関係数rニ

0。9072で,両 種の ツ液に よる反応 の大 きさに高 い 相 関

関係がみ られたが,発 赤お よび硬結 のいずれでみて も,
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Table1。ComparisonoftheReactionbyOTinaDilutionof1:2,000andPPD-s-A

inaConcentrationofO.05γperO.1m1

Age-group

(yeaτ)

N㎜ber
of●e

xa鶏1nee

Positivereactor(%) Reactorwithpalpab!e
iaduτatio聡(%)

Reactorwithdo讐ble
erythe血a(%)

・Tl PPD-s-A ・TI PPD-s-A OT
lPP斑A

0～6

7～15

16～29

30～49

50～69

Morethan

70

570

667

345

673

428

197

14(2、5)

177(26.5)

208(60.3)

527(78。0)

315(73.6)

131(66.5)

12(2.1)

173(25.9)

215(62.3)

551(81.9)

342(79.9)

140(71。1)

12(2.1)

145(21.7)

199(57.7)

519(77.1)

301(70。4)

123(62.5)

11(1.9)

152(22.8)

208(60.3)

542(80,5)

327(76.4)

128(65.0)

6(1.1)

74(11。1)

81(23.5)

198(29.4)

67(15。7)

24(12.2)

5(0。9)

91(13。6)

113(32.8)

268(39.8)

123(28.7)

32(16.2)

Tota1(%) 乳88・L372(4乳7){・ ・433(4住8)・ ・299(4&・)い ・368(4乳5)1 450(15.6)ム32(21.9)

Table2.Correlatio嶽betweentheSizeofthe

ReactionbyOTandPPD-s-A

。＼

r慨=0.9072

PPD-s-A(0.05γ)
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1193

48

120

91

56

135

156

172

217

155

190

127

98

50

40

15

一般 にPPD-s-Aに よる反応 のほ うが旧 ツに よるそれ よ

りもやや強かつた。

次 に発赤お よび硬結に よる両種の ツ液 の相関 を年令群

別 に しらべ ると,6才 以下の ものでは陽性者が きわめて

少ないので比較 が困難 であ るが,7才 以上 に お い て,

PPD-s-Aの 反応が 旧ツのそれ よ りも 強 く現 われた年令

群 の順位は,30才 以上に もつ とも顕著で あ り,16～29

才 がこれに次 ぎ,7～15才 では その差 がやや 少 な か つ

た。

3)反 応 の大 きさの度数分布 曲線 を7才 以上の年令群

別 で比較す る と,図1の ご とく,い ず れの年 令群で も,

発赤 のみならず硬結 の大 きさの分 布曲 線 も,PPD-s-A

に よる曲線 のほ うが 旧ツに よるそれ よりも反応 の大きさ

の大 きいほ うへ偏つ ていた。

この度数分布 曲線 の偏 りの程度 を年 令群別 にみるため

に,両 種 のツ液 による反応 の発赤 の大 きさの平 均値 を比

較す る と,表3の ご とくで ある◎全被検者 について発赤

の大 きさの平均値 を各年令群別 に比較す る と,15才 以下

の ものでは両種 のツ液 による反応 の間 に差 はみ られ ない

が,16～29才 では0.94拗z,30～49才 では1.59甥 甥,

50～69才 では1.53甥 勉,70才 以上では1.21翅 甥 だけ,

いずれ もPPD-s-Aに よる反応 のほ うが旧 ツに よるもの

よ りも大 きかつた◎ また両種 ツ液 のいずれ に よつ て も

4甥 彬 以上 の反応 を示 した もの につい て発赤 の大 きさの

平均値を年令群別に比較 して も,全 被検者で示 された成

績 とほぼ同様の傾向がみ られた。

Table3.TheAverageandtheDifferenceofErythemaSizebetweentheReactionbyOTandPPD-s

Agegroup

(year)

0～6

7～15

16～29

30～49

50～69

Morethan70

Averageanddi厳efe簸ceoferythemasize(蹴 斑)

PPD-§-A:OT

Totalexa面 籍ee

1.89:1.90(-0、01)

6.45:6,25(十 〇。20)

14.95:1401(十 〇.94)

18.33:16。74(十1.59)

16.79:15.26(十1.53)

15。90:14.68(十1.22)

Reactorwithαythema
ofmoreth鍛4m搬

19.03:17.81(十1.22)

20.07:18.76(十1.31)

19.67:18。29(十1.38)

20。99:19.11(十1、88)

20.64:18.82(十1.82)

20.08:18.64(十1。44)

PPD-s-B=OT

Tota1exa】min㏄

1.89:2.02(-0.13)

6.62:7.18(-0.56)

13.43:14.05(-0.62)

15.31:15.71(-0.40)

14.64:15,74(-L10)

13.29:14.25(一 ・0.96)

lR蟹c濫r『膿 藍艦 課a

11.82:12.27(-0。45)

14.22:14。94(一 一〇.72)

17.09:17.65(-0。56)

17.42:17.85(-0.43)

17。03二17,95(-0。92)

17・10=18・05(-0.95)

Note;Figロre8inpare箆the8igdeロotethediffere路ceofeτythe血 籍s勉ebetw㏄aPPD-8and◎T・
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すなわ ち,両 種の ツ液に よる反応 の大 きさ

の差は,年 令群に よつてやや異な り,強 反応

者 の多い30～69才 の年令層では差が もつ と

も顕著で あるが,70才 以上 のもの,次 いで

16～29才 のもの と この反応差は順次減少 し

てい く傾 向のあ るこ とが分かつた。

B)PPD-s-Bと 旧ツ2,000倍 稀釈液 と

に よる反応 の比較

1)被 検者2,748名 について両種 のツ液に

よる反応 を比較す ると,表4の ごとく,ツ 反

応陽性率,硬 結触知率,2重 発赤形成率 のい

ずれにおいて も,旧 ツ に よる 反応 のほ うが

PPD-s-Bに よるそれ よりもや や 高率であつ

た。

次に これを年令群別にみると,ツ 反応陽性

率,硬 結触知率および2重 発赤形成率のいず

れも,旧 ツによる反応のほ うがPPD-s-Bに

よるそれ よりもいずれの年令群で も高率 であ

つた。 しか し,両 種の ツ液 による反応 の差の

とくに顕 著な年令群は認められなかつた◎

2)被 検者全員について両種の ツ液 による

反応(発赤)の 大 きさの相関を しらべる と,表

5の ごとく,相 関係数rニ0.8956で,両 種の

ツ液に よる反応の大 きさに高い相関がみ られ

た。そ して発赤あるいは硬結のいずれでみて

も両種 ツ液に よる反応 の強 さはほぼ等 しい と

認めることがで きる。

しか し,発 赤お よび硬結の大 きさに よる両

種 ツ液間 の相関を年令群別にみる と,6才 以

下の ものでは陽性者が きわめて少 ないので比

較が困難であ るが,7才 以上の ものでは年令

群に よつ て相関の偏 り方が異なつていた。49

才以下のものでは,両 種の ツ液 による反応の

強 さはほぼ等 しいが,50才 以上にな ると旧

ツ液に よる反応のほ うがPPD-s-Bに よるそ

れ よりもやや強 く現われていた。

3)反 応の大 きさの度数分布 曲線を7才 以

上の ものについて年令群別に比較す ると,図

2の ご とくであつた。49才 以下のものでは,

発赤 ・硬結いずれの曲線においてもほぼ両種

のツ液は同 じ分布 を示 したが,50才 以上の

ものでは,旧 ツによる曲線 の ほ うがPPD-s-

Bに よるそれ よ りも反応の大 きさの大 きいほ

うへ多少偏つ ていた。
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この度数分 布曲線の偏 りを年令群別に比較す るために,

両種の ツ液に よる反応の発赤 の大 きさの平均値を求める

と,表3(右 欄)の ごとくである◎全被検者について発

赤の大 きさの平均値を年令群別 に比較す ると,49才 以

←一一噂OT x霜 轍脚 鱒x

一Si2eofiad疑ratio蹴(臨)一

PPD-s-B

下 のものでは両種 ツ液 による反応間には0.4～0.6携 携 の

差が あに るす ぎぬが,50才 以上 のものでは0.96～1.10

伽3だ け 旧ツに よる反応 のほ うがPPD-s-Bに よるもの

よりも大 きかつた。 また両種 のツ液のいず れによつ ても

4伽 〃3以上の反応を示 した もののみについて発赤 の大 き
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さの平均値で比較 して も,表3の ごと く,全 被検者で認

め られた成績 とほぼ同様 の傾向で あつた。

すなわち,両 種 のツ液に よる反応の大 きさの差は,49

才以下の もの よ りも50才 以上 のものにおいて顕著 に 認

め られ た。

考 案

さきに著者 らの うち前 田 ・室橋は,結 核検診の初回地

結 核 第38巻 第10号

域で ある奄美住用村 におけ るツ反応成績 を報

告 した さいに,年 令群別に ツ反応 の大 きさの

度 数分布曲線 を描いて比較 した◎それ に よる

と,旧 ツ2,000倍 稀釈液 に よる反 応の場合の

みで な く精製 ツPPD-so.06γ10.1甥Zに よる

反応 の場合におい ても,非 特異反応 と特異反

応 との境界部分の度数分布 には年令群 に よっ

て差異がみ られ,こ れ らの各度数分布 曲線 を

解析 して得 られ るツ反応の陰 ・陽性の限界値

は年 令群に よつてわず かずつでは あるが変動

す る ことを述 べた9)。しか し,同 一人に旧 ツ

液 とPPD-sと を注射 した場合に,年 令群間

において両種 のツ液 に よる反 応の出現様相に

差が あるか否か につ いては,奄 美住 用村での

成績では対象例数が少 なかつ たので,明 らか

にす ることがで きなかつた。

そ こで,一 部の小中学生にBCG接 種 の既

往のあ る徳之島町の住民5,628名 について,

同一人に旧 ツ2,000倍 稀 釈液 とPPD-sO.05

γ10.1協 とを注射 し,そ れ らに よる反応 の分

析を行なつた。 年 令群の区分は,BCG接 種

の既往 を考慮 し,0～6才(乳 幼児),7～15

才(小 中学生),16～29才,30～49才,50～

69才,70才 以上の6群 とした。そ して各年

令群 におけ るツ反応 の様 相の差異を検討する

ためには,陽 性率,硬 結触 知率,2重 発赤形

成率,発 赤お よび硬結 の大 きさの相関,反 応

の大 きさの度数分布 曲線 お よび発 赤の大 きさ

の平均値な どの比較 に よつ た。その結 果,両

種 のツ液に よる反応 の現れ方 の違 いは年 令群

に よつてやや異な り,発 赤 の大 きさの差 は強

反応者を多 く含む30～69才 の年 令層では顕

著であ るが,低 年令層 あるいは高年令層では

その差があ ま り明らかでは な い こ と を知つ

た。 したがつて旧 ツ2,000倍 稀釈液に よる反

応 の発赤の大 きさとほぼ等 しい大 きさを呈せ

しめ るPPD-sの 濃 度は,年 令群に よつてや

や異な ることが分 か る◎

さて,旧 ツ2,000倍 稀釈液 とPPD-sと に

よるツ反 応の様相あ るいはその力価を比較 し

たわれわれ の従前 の成績 を総括す る と,BCG陽 性者 と自

然感染者 との間にはやや差異がみ られ,ま た調査対 象の

ツ ・ア レル ギーの強 さに よつ ても多少 の変動 のみ られる

ことが知 られてい る1>～6)。そ こで,徳 之島町で得た ツ反応

の強 さを年令群別に分析 した ところ,さ きに報告 した ご

と く・硬結触知率お よび2重 発赤形成率の頻度か ら明ら

か なよ うに・40才前後において もつ とも高率であつて,30

才未満あ るいは60才 以上の ものでは低率になつていむ10)。



この ことか ら,上 述 の年令群別に観察 した場合に認 めら

れ た両種のツ液に よる反応様相の差異は,対 象の ツ ・ア

レルギーの強 さの差を意味す るもの と推察 され る◎

なお,こ の調査では2種 のPPD-sを 用いたが,そ の

両PPD。sの 力価 を旧ツ2,000倍 稀釈液 を基準に して比

較す ると,相 関表において明らかな ごとく,PPD。s-Aは

旧ツ2,000倍 稀釈液 よ りもやや強 く,PPD-s-Bは 旧 ジ

:2,000倍 稀釈液 よ りもやや弱かつた。す なわち,ア ラビ

ヤ ゴム添 加のPPD-s-Aの ほ うが,非 添加のPPD-s-B

よ りも高力価を示 した。この理由 としては,ア ラビャ ゴ

ム添加が非特異的に反応 を修飾す る可能性 を全 く否定 し

去 るわけにはいかないが,一 方,非 添加の場合には,凍

結乾燥の過程においてPPDの 一部 が飛散 によつて失わ

れ,一 人当 りの注射量中の活性 因子量が減ず る可能性 が

十分考 えられ る。従来の実験成績に よる と,可 能性 とし

'てはむ しろ後者 のほ うが大 きく関与す るのではないか と

考え られ るので,PPD-sを 凍結乾燥す る場合 には,飛

散に よる力価 の低下を防 ぐ意味で,適 切なAdjuvantを

用 いる必要があ るといえ よう。

結 論

精製 ツPPD-sO.05γ/O.1mlに よる反応 と旧 ツ2,000

倍稀釈液に よる反応 とを年令群別に比較 した◎その結果,

ツ反応陽性率,硬 結触知率,2重 発赤形成率,お よび発

赤の大 きさの相関表,度 数分布曲線 のいずれ の点か らみ

ても,30～69才 の強反応者の多い年令層では顕著 な 差

がみ られたが,こ の差 は70才 以上の もの,次 いで16～

29才 の もの と減ず る傾 向が 認 められた。 したがつて両

種の ツ液に よる反応 を比較 して等力価点を求め ようとす

る場合には,ツ ・ア レル ギーの強 さ,と くに被検者の年

令層に注意すべ きである と考 える。

本研究に御協力下 さつた鹿児島県衛生部の各位 に深

謝す る。
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 Tuberculin Reaction by PPD-s and OT in Dif-

ferent Age Groups. 

  Tuberculin reaction by PPD-s in a concentration 

of  0.  05 T per O. 1 ml was compared with that of Old 

Tuberculin in a dilution of 1 : 2, 000 in different 

age groups. Two sorts of PPD-s, freeze-dried with 

and without gum arabic, were used for the experi-

ment. Both PPD-s and OT were injected intrader-

mally on the flexor surface of both forearms alter-

natively, and the reaction was read 48 hours after 

the injection. 

 Comparison was made between the tuberculin 

reaction by PPD-s and OT on the rate of positive 

reactors, that of the reactors with palpable indu-

ration and double erythema, and the size of the 

reaction. 

 The results were the following : 

 1) The reaction by PPD-s-A, freeze-dried with 

gum arabic, was stronger than that by OT. Observ-

ng by the age group, the difference was most

marked in age group 30-69, where reactors with 

stronger reaction were most frequently found, next 

in age group 70 years and over, and then in age 

group 16-29. No significant difference was found 

between the reaction by PPD-s-A and OT in age 

group under 15 years. 

 2) The reaction by PPD-s-B, freeze-dried with-

out gum arabic, was weaker than that by OT. Observ-

ing by the age group, the difference was marked 

in age group 50 years and over, and no significant 
difference was found in age group under 49 years. 

Thus, the potency of PPD-s-A is assumed to be 

stronger than that of PPD-s-B, and it is suggested 

to add certain adequate adjuvant, when PPD-s is 

freeze-dried. 

 3) The above-mentioned results suggest it neces-

sary to take into account the difference of degree 

of tuberculin allergy by age group, when the assay 

is made on the potency of different kinds of tuber-

culins.


